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信者の 特質 _1_ 


親愛なる ムス リムの 皆様。 本日の ホトバ では、 
ク ルアー ンの 章句を 紹介しつつ、 信者の 特質に つ 
いて お話した いと 思います。 

信者は アツ ラーに のみ 仕えます。 「わたした 
ちは あなたに のみ 崇め 仕え、 あなたに のみ 御 助け 
を 請い 願う。」 （開 端 章 第 5 節） 「アツ ラーに 仕 
えなさい。 何ものを も かれに 併置して はなら な 
い。」 （婦人 章 第 3 6 節） 「あなたの 主は 命じら 
れる 。かれの 外 何者を も 崇拝して はならない。」 
(夜の 旅 章 第 2 3 節） 「信仰す る われの しもべよ、 
本当に わが 大地は、 広い ので ある。 だから われ だ 
けに 仕えなさい。」 （蜘 
蛛章第 5 6 節） 

信者は アツ ラーを 畏れ 
ます。 「あなたがた 信仰 
する 者よ、 十分な 畏敬の 
念で アツ ラーを 畏れな さ 
い。」 （イム ラーン 家 章 
第 10 2 節） 「信仰す る 
者よ、 もし あなたがたが 
アツ ラーを 畏れるならば、 

かれは あなたがたに 識別 
を 与え、 あなたがたの 諸 
悪を 消滅し 赦 して 下され 
る。 本当に アツ ラーは 偉大な 恩恵の 主で あられ 
る。」 （戦利品 章 第 2 9 節） 「だから 心を 尽 して 
アツ ラーを 畏れ、 聞き そして 従い、 また （施しの 
ために） 使え、 あなたがた 自身の ために 善いで あ 
ろう。 また 自分の 貪欲に 用心す る 者、 かれらは 繁 
栄を 成就す る 者で ある。」 （騙し合い 章 第 16 
節） 「アツ ラーの 御告げ を 伝える 者たち は、 かれ 
を 畏れ、 アツ ラー 以外の 何ものを も 畏れない。」 
(部族 連合 章 第 3 9 節） 「だから あなたがたが 真 
の 信者なら ば、 かれらを 畏れず われを 畏れな さ 
い。」 （イム ラーン 家 章 第 1 7 5 節） 

信者は アツ ラーを 何よりも 愛します。 「だが 
人び との 中には アツ ラーの 外に 同位の 者を 設けて、 
アツ ラーを 愛する ように それらを 愛する 者 も ある。 
だが 信仰す る 者たち は、 アツ ラーを 激しく 熱愛す 
る。」 （雌牛 章 第 16 5 節） 「信仰す る 者よ、 も 
しあな たがた の 中から 教えに 背き 去る 者が あれば、 
やがて アツ ラーは、 民を 愛でられ、 かれら も 主を 
敬愛す るよう な 外の 民を 連れて こられる であろう。 
かれらは 信者に 対しては 謙虚で あるが、 不信心 者 
に対しては 意志 堅固で 力強く、 アッ ラーの 道の た 


めに 奮闘 努力し、 非難 者の 悪口を 決して 恐れな 
い。」 （食卓 章 第 5 4 節） 

信者は アツ ラーの 定めた 法に 従います。 「あ 
なた がた 信仰す る ものよ、 アツ ラーが あなたがた 
に 許される、 良い ものを 禁じて はならない。 また 
法を 越えて はならない。 アツ ラーは、 法を 越える 
者を 御 愛でに なられない。」 （食卓 章 第 8 7 節） 
「あなたがたは 、アツ ラーの 御名が 唱えられ たも 
のを、 どうして 食べない のか。 かれは、 あなたが 
たに 禁じられる ものを、 明示され たでは ないか。 
だが、 止む を 得ない 場合は 別で ある。 本当に 多く 

の 者は、 知識 もな く 気 まぐ 
れ から （人び とを） 迷わす。 
あなたの 主は、 反逆者を 最 
もよ く 知って おられる。」 
(家畜 章 第 1 1 9 節） 「だ 
が アツ ラーと その 使徒に 従 
わず、 かれの 定めに 背く 者 
は、 業火に 入り、 永遠に そ 
の 中に 住む。 かれは 恥ず ベ 
き 懲罰を 受ける であろ 
う。」 （婦人 章 第 1 4 節） 
信者は、 アツ ラーの み 
を 信頼し ます。 「アツ ラー 
は 幾多の 戦役、 また フ ナインの （合戦の） 日に お 
いても、 確かに あなたがたを 助けられた。 その 時 
あなたがたは 多勢を 頼みに したが、 それは 何も 役 
立たず、 大地は あのよう に 広い のに あなたがたの 
ためには 狭く なって、 あなたがたは 遂に 背を 向け 
て 退却した。 その後 アツ ラーは、 使徒と 信者たち 
の 上に かれの 安らぎを 下し、 また あなたがたには 
見えなかった が、 軍勢を 遣わして 不信心な 者たち 
を 懲罰され た。 このように かれは、 不信者に 報い 
られ る。」 （悔悟 章 第 2 5 — 2 6 節） 「だが アツ 
ラーに 会う ことを 自覚す る 者たち は 言った。 『ア 
ツ ラーの 御 許しの もとに、 幾度 か少い 兵力で 大軍 
にう ち 勝った ではない か。 アツ ラーは 耐え忍ぶ 者 
と共に いられる。』」 「人び とが、 かれらに 向か 
って 言った。 『見なさい、 あなたがた に対して 大 
軍が 集結して いる。 かれらを 恐れるべき であ 
る。』 だが この ことが 却って かれらの 信仰を 深め 
た。 そして 『わたしたちには 、アツ ラーが いれば 
万全で ある。 かれは 最も 優れた 管理者で あられ 
る。』 と 言った。」 （イム ラーンん 家 章 第 1 7 3 
節） 
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